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ぼ く と わ た し の 絵

お
涼
み
会
で
お
ば
け
屋
敷
に
入
っ
た

よ
。
ミ
イ
ラ
や
怖
い
お
面
が
あ
っ
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
な
ぁ
。
け
ど
、
あ
ん
ま
り

怖
く
な
く
て
面
白
か
っ
た
か
ら
何
回
も

入
っ
ち
ゃ
っ
た
。

杉
村
　
徠
斗
く
ん
（
う
め
組
）

保
育
園
の
お
涼
み
会
で
打
ち
あ
げ
花

火
を
見
た
よ
。ド
ー
ン！
！
  と
い
う
大
き

な
音
で
ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど

と
っ
て
も
キ
レ
イ
だ
っ
た
よ
。

太
田
　
　
薫
さ
ん
（
う
め
組
）

ら
い
と

す
ぎ
む
ら

か
お
り

お
お
た

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

20

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

中
  村
　
美
  來

ち
ゃ
ん

Ｈ
22
・
12
・
21
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
創

（
マ
マ
）
晃
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

元
気
い
っ
ぱ
い！
！

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね！
！

長
 月
９
月

人
の
動
き

男
　
1,
41
1人
（
－
３
人
）

女
　
1,
48
6人
（
－
４
人
）

計
　
2,
89
7人
（
－
７
人
）

世
帯
数
94
9世
帯（
－
１
世
帯
）

（
平
成
24
年
７
月
31
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
24
年

サ
フ
ァ
イ
ア（
青
石
）

̶
 徳
望
・
誠
実
 ̶

誕
生
石

な
が
つ
き

Se
pt
em
be
r

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
２
年
９
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

な
か

み
く

む
ら

日
曜
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会

新
郷
温
泉
館
休
館
日

み
ん
な
来
サ
ロ
ン

不
用
犬
引
取
　
献
血

特
定
健
診
（
～
８
日
）

資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

行
政
相
談

敬
老
会

特
定
健
診
（
～
15
日
）

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

健
診
結
果
説
明
会

人
権
相
談

第
38
0回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ァ
ン
感
謝
デ
ー

●
敬
老
の
日

特
定
健
診
（
～
22
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日

●
秋
分
の
日

村
民
体
育
大
会

新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
母
と
子
の
栄
養
教
室

乳
幼
児
健
康
相
談

特
定
健
診
（
～
29
日
）

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日
　
狂
犬
病
予
防
注
射

2
日

3
月

5
水

6
木

７
金

10
月

12
水

13
木

14
金

16
日

17
月

20
木

21
金

22
土

23
日

24
月

27
木

28
金

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

８月16日　西越集落での田中鶏舞披露（西越三嶽神社大祭）８月16日　西越集落での田中鶏舞披露（西越三嶽神社大祭）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
　
中
会
議
室

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
11
時
～
13
時

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。



２３　広報しんごう　H24・８

　
７
月
28
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

は
園
庭
で
お
涼
み
会
を
開
催
し
、

大
勢
の
保
護
者
や
家
族
、
地
域
の

方
々
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
さ
く
ら
組
に

よ
る
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を
あ
け
、

そ
の
後
も
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
保

育
士
に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
の
披
露

な
ど
が
あ
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
園
児
・
保
護

者
一
緒
に
な
っ
て
の
「
新
・
新
郷

小
唄
」
で
は
、
か
わ
い
い
浴
衣
姿

で
踊
る
園
児
た
ち
に
拍
手
が
巻
き

起
こ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
焼
き
そ
ば

や
豚
バ
ラ
丼
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な

ど
の
売
店
コ
ー
ナ
ー
、
射
的
・
ヨ

ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
流
し
そ
う
め
ん
や
お
化

け
屋
敷
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
し

た
親
子
ら
で
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
し
た
。

　
ラ
ス
ト
は
「
た
〜
ま
や
〜
」
の

掛
け
声
を
合
図
に
、
大
輪
の
花
火

を
打
ち
上
げ
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

暗
闇
を
流
れ
る
仕
掛
け
花
火
に
、

場
内
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
に
も

負
け
ず
、
終
始
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一

夜
と
な
り
ま
し
た
。

流
し
そ
う
め
ん

ラ
ス
ト
を
飾
る
花
火

新
・
新
郷
小
唄

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い

射

　的

真夏の夜にあふれる顔 しんごう保育園お涼み会真夏の夜にあふれる顔 しんごう保育園お涼み会真夏の夜にあふれる顔 しんごう保育園お涼み会
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４５　広報しんごう　H24・８

訓
練
の

　
　成
果
を
披
露

　
７
月
30
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で

の
５
日
間
、
生
活
支
援
事
業
が
行

わ
れ
、
無
事
故
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
こ
の

事
業
。
今
回
は
公
共
施
設
等
周
辺

の
除
草
、
村
道
・
農
道
の
側
溝
清

掃
等
が
主
な
作
業
内
容
。
戸
来
地

区
14
人
、
小
坂
地
区
12
人
、
川
代

地
区
12
人
、
西
越
地
区
19
人
の
合

計
57
人
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
連
日
30
℃
を
越
え
る
猛
暑
の
中
、

作
業
員
達
は
大
粒
の
汗
を
拭
い
な

が
ら
、
監
督
員
の
指
示
の
も
と
真

剣
に
作
業
に
勤
し
み
ま
し
た
。

　
次
回
支
援
事
業
は
10
月
末
か
ら

実
施
予
定
で
す
。

　
７
月
16
日
、
八
戸
消
防
本
部
駐

車
場
に
お
い
て
第
23
回
三
八
地
区

消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高

揚
を
図
り
、
円
滑
な
消
防
活
動
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ

の
大
会
。
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
２
部
門
に
管

内
か
ら
10
分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
第
１
分
団
（
松
森

光
広
分
団
長
）
が
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
部
に
出
場
。
日
頃
鍛
え
た

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
団
員

達
。
６
分
団
中
４
位
と
い
う
結
果

を
残
し
ま
し
た
。

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
戸
来

支
部
（
長
根
哲
美
支
部
長
）
と
同

西
越
支
部
（
横
沢
満
支
部
長
）
は

管
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
点
検

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
に
実
施
し
た
の
は
戸

来
支
部
。
午
前
８
時
、
役
場
前
に

参
集
し
た
会
員
や
交
通
指
導
隊
員

は
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
洗
剤
と
ス
ポ
ン

ジ
ブ
ラ
シ
で
丁
寧
に
汚
れ
を
落
と

し
、
最
後
に
噴
霧
器
で
洗
浄
。

　
長
根
支
部
長
は
、「
帰
省
客
や
行

楽
客
で
管
内
の
交
通
量
が
増
大
す

る
こ
の
時
期
。
安
全
運
転
に
心
が

け
、
ふ
る
さ
と
の
お
盆
や
お
祭
り

を
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
西
越
支
部
は
会
員
12
名
が
参
加

し
、
８
月
５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た

西
越
地
区
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
55

年
記
念
事
業
の
際
に
作
成
し
た
交

通
安
全
標
語
の
看
板
設
置
も
同
時

に
進
行
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

班
２
組
と
看
板
設
置
班
に
分
か
れ

て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　「
西
越
地
区
は

道
幅
も
狭
く
、

見
通
し
の
悪
い

箇
所
が
多
い
。

鏡
面
反
射
率
の

低
下
は
出
会
い

頭
の
事
故
の
危

険
性
を
高
め
る
」

と
、
作
業
の
終

了
後
に
語
る
横

沢
支
部
長
。

　
「
設
置
し
た

事
故
安
全
標
語

の
看
板
で
交
通

安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
の
徹

底
を
図
り
た
い
」

と
大
粒
の
汗
を

拭
っ
て
い
ま
し

た
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
須

藤
良
美
会
長
）
と
村
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会（
角
岸
千
穂
子
会
長
）

は
７
月
27
日
、
村
診
療
所
前
に
て

交
通
安
全
プ
レ
ゼ
ン

ト
作
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
交
通
指
導
隊
員
、

五
戸
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
、
母
の
会

役
員
ら
約
25
名
が
参

加
。
交
通
安
全
う
ち

わ
・
反
射
マ
ス
コ
ッ

ト
・
お
茶
缶
・
啓
蒙
チ

ラ
シ
な
ど
が
入
っ
た

袋
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

約
80
セ
ッ
ト
を
配
布

し
な
が
ら
、「
夕
暮

れ
時
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
！
」
等
と

声
を
か
け
、
笑
顔
で

安
全
運
転
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
街
頭
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
終

了
後
、
村
交
通
安
全

母
の
会
は
診
療
所
周

辺
の
お
宅
を
訪
問
し

て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
実
施
。

靴
に
貼
る
反
射
材
等
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
な
が
ら
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

美化活動で家計を支援美化活動で家計を支援

村
道
　
逆
沢
線

旧
川
代
小
学
校
　
校
舎
裏

し
ん
ご
う
保
育
園
前

み
ん
な
の
願
い　

交
通
安
全

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
交
通
安
全
呼
び
掛
け

７
月
22
日
　
戸
来
支
部

８
月
５
日
　
西
越
支
部



４５　広報しんごう　H24・８

訓
練
の

　
　成
果
を
披
露

　
７
月
30
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で

の
５
日
間
、
生
活
支
援
事
業
が
行

わ
れ
、
無
事
故
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
こ
の

事
業
。
今
回
は
公
共
施
設
等
周
辺

の
除
草
、
村
道
・
農
道
の
側
溝
清

掃
等
が
主
な
作
業
内
容
。
戸
来
地

区
14
人
、
小
坂
地
区
12
人
、
川
代

地
区
12
人
、
西
越
地
区
19
人
の
合

計
57
人
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
連
日
30
℃
を
越
え
る
猛
暑
の
中
、

作
業
員
達
は
大
粒
の
汗
を
拭
い
な

が
ら
、
監
督
員
の
指
示
の
も
と
真

剣
に
作
業
に
勤
し
み
ま
し
た
。

　
次
回
支
援
事
業
は
10
月
末
か
ら

実
施
予
定
で
す
。

　
７
月
16
日
、
八
戸
消
防
本
部
駐

車
場
に
お
い
て
第
23
回
三
八
地
区

消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高

揚
を
図
り
、
円
滑
な
消
防
活
動
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ

の
大
会
。
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
・

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
２
部
門
に
管

内
か
ら
10
分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
第
１
分
団
（
松
森

光
広
分
団
長
）
が
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
部
に
出
場
。
日
頃
鍛
え
た

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
た
団
員

達
。
６
分
団
中
４
位
と
い
う
結
果

を
残
し
ま
し
た
。

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
戸
来

支
部
（
長
根
哲
美
支
部
長
）
と
同

西
越
支
部
（
横
沢
満
支
部
長
）
は

管
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
点
検

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
に
実
施
し
た
の
は
戸

来
支
部
。
午
前
８
時
、
役
場
前
に

参
集
し
た
会
員
や
交
通
指
導
隊
員

は
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。
洗
剤
と
ス
ポ
ン

ジ
ブ
ラ
シ
で
丁
寧
に
汚
れ
を
落
と

し
、
最
後
に
噴
霧
器
で
洗
浄
。

　
長
根
支
部
長
は
、「
帰
省
客
や
行

楽
客
で
管
内
の
交
通
量
が
増
大
す

る
こ
の
時
期
。
安
全
運
転
に
心
が

け
、
ふ
る
さ
と
の
お
盆
や
お
祭
り

を
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
西
越
支
部
は
会
員
12
名
が
参
加

し
、
８
月
５
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た

西
越
地
区
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
55

年
記
念
事
業
の
際
に
作
成
し
た
交

通
安
全
標
語
の
看
板
設
置
も
同
時

に
進
行
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

班
２
組
と
看
板
設
置
班
に
分
か
れ

て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　「
西
越
地
区
は

道
幅
も
狭
く
、

見
通
し
の
悪
い

箇
所
が
多
い
。

鏡
面
反
射
率
の

低
下
は
出
会
い

頭
の
事
故
の
危

険
性
を
高
め
る
」

と
、
作
業
の
終

了
後
に
語
る
横

沢
支
部
長
。

　
「
設
置
し
た

事
故
安
全
標
語

の
看
板
で
交
通

安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
の
徹

底
を
図
り
た
い
」

と
大
粒
の
汗
を

拭
っ
て
い
ま
し

た
。

　
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
須

藤
良
美
会
長
）
と
村
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会（
角
岸
千
穂
子
会
長
）

は
７
月
27
日
、
村
診
療
所
前
に
て

交
通
安
全
プ
レ
ゼ
ン

ト
作
戦
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
交
通
指
導
隊
員
、

五
戸
警
察
署
、
交
通

安
全
協
会
、
母
の
会

役
員
ら
約
25
名
が
参

加
。
交
通
安
全
う
ち

わ
・
反
射
マ
ス
コ
ッ

ト
・
お
茶
缶
・
啓
蒙
チ

ラ
シ
な
ど
が
入
っ
た

袋
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

約
80
セ
ッ
ト
を
配
布

し
な
が
ら
、「
夕
暮

れ
時
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
！
」
等
と

声
を
か
け
、
笑
顔
で

安
全
運
転
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
街
頭
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
終

了
後
、
村
交
通
安
全

母
の
会
は
診
療
所
周

辺
の
お
宅
を
訪
問
し

て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を
実
施
。

靴
に
貼
る
反
射
材
等
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
な
が
ら
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

美化活動で家計を支援美化活動で家計を支援

村
道
　
逆
沢
線

旧
川
代
小
学
校
　
校
舎
裏

し
ん
ご
う
保
育
園
前

み
ん
な
の
願
い　

交
通
安
全

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
交
通
安
全
呼
び
掛
け

７
月
22
日
　
戸
来
支
部

８
月
５
日
　
西
越
支
部



６７　広報しんごう　H24・８

　８月１日、第２回どよう塾は三沢市にある三沢航空科学館を訪れての移動学習。この日は特別企画
展「恐竜展」を開催中で、常設展示の見学はもちろん、ティラノサウルスやカルノタウルスなどの
恐竜の骨格などを見学。また、恐竜化石キーホルダーや万華鏡づくりも体験しました。

　８月１日、第２回どよう塾は三沢市にある三沢航空科学館を訪れての移動学習。この日は特別企画
展「恐竜展」を開催中で、常設展示の見学はもちろん、ティラノサウルスやカルノタウルスなどの
恐竜の骨格などを見学。また、恐竜化石キーホルダーや万華鏡づくりも体験しました。

科学と恐竜にわくわく・ドキドキ　－第２回どよう塾－

目指せ　３位入賞！

恒久平和の確立を祈念　 ～新郷村戦没者追悼式～恒久平和の確立を祈念　 ～新郷村戦没者追悼式～

　第２０回青森県民駅伝競走大会新郷村選手団（﨑幸吉監督）は７月２８日・２９日、８月１８日・１９日
の計４日間、青森市にて現地試走会を兼ねて合宿を行いました。
　２回の選考会を経て合宿へ参加した１６名は、県総合運動公園や大会当日のコースを激走。炎天下の
なか、熱のこもった練習でみっちりと身体をいじめ抜きました。
　大会は９月２日（日）正午、アスパム前をスタート。８区間３３．８㎞で実施されます。皆さんの応援
を宜しくお願いいたします。

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
を
慰
霊
す
る「
新

郷
村
戦
没
者
追
悼
式
」

が
８
月
７
日
、
美
郷
館

で
営
ま
れ
、
遺
族
や
関

係
者
ら
約
50
人
が
恒
久

平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
国
歌
斉
唱

の
後
、
参
列
者
全
員
で

黙
祷
。
須
藤
村
長
が
「
深

い
悲
し
み
を
胸
に
、
長
年
の
御
苦

労
に
耐
え
な
が
ら
社
会
の
一
員
と

し
て
尽
力
下
さ
っ
た
」
と
遺
族
へ

敬
意
を
表
し
、「
御
霊
の
御
意
に

応
え
る
た
め
、
村
民
心
を
一
つ
に

し
て
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り
に
向

か
っ
て
よ
り
一
層
努
力
す
る
」
と

追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
村
遺
族
会
会
長
髙
峯

肇
さ
ん
が
「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
体

験
し
た
者
と
し
て
、
私
達
の
よ

う
な
遺
族
を
二
度
と
作
ら
な
い

こ
と
を
誓
う
」
と
、
不
戦
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
白
菊

を
献
花
し
た
後
、
金
ケ
沢
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が

「
旅
愁
」
等
、
３
曲
を
追
悼
合

掌
し
、
戦
没
者
へ
敬
意
と
感
謝

の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　第２０回青森県民駅伝競走大会新郷村選手団（﨑幸吉監督）は７月２８日・２９日、８月１８日・１９日
の計４日間、青森市にて現地試走会を兼ねて合宿を行いました。
　２回の選考会を経て合宿へ参加した１６名は、県総合運動公園や大会当日のコースを激走。炎天下の
なか、熱のこもった練習でみっちりと身体をいじめ抜きました。
　大会は９月２日（日）正午、アスパム前をスタート。８区間３３．８㎞で実施されます。皆さんの応援
を宜しくお願いいたします。
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なか、熱のこもった練習でみっちりと身体をいじめ抜きました。
　大会は９月２日（日）正午、アスパム前をスタート。８区間３３．８㎞で実施されます。皆さんの応援
を宜しくお願いいたします。

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
を
慰
霊
す
る「
新

郷
村
戦
没
者
追
悼
式
」

が
８
月
７
日
、
美
郷
館

で
営
ま
れ
、
遺
族
や
関

係
者
ら
約
50
人
が
恒
久

平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
国
歌
斉
唱

の
後
、
参
列
者
全
員
で

黙
祷
。
須
藤
村
長
が
「
深

い
悲
し
み
を
胸
に
、
長
年
の
御
苦

労
に
耐
え
な
が
ら
社
会
の
一
員
と

し
て
尽
力
下
さ
っ
た
」
と
遺
族
へ

敬
意
を
表
し
、「
御
霊
の
御
意
に

応
え
る
た
め
、
村
民
心
を
一
つ
に

し
て
元
気
の
あ
る
村
づ
く
り
に
向

か
っ
て
よ
り
一
層
努
力
す
る
」
と

追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
村
遺
族
会
会
長
髙
峯

肇
さ
ん
が
「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
体

験
し
た
者
と
し
て
、
私
達
の
よ

う
な
遺
族
を
二
度
と
作
ら
な
い

こ
と
を
誓
う
」
と
、
不
戦
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
一
人
ひ
と
り
が
白
菊

を
献
花
し
た
後
、
金
ケ
沢
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が

「
旅
愁
」
等
、
３
曲
を
追
悼
合

掌
し
、
戦
没
者
へ
敬
意
と
感
謝

の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　第２０回青森県民駅伝競走大会新郷村選手団（﨑幸吉監督）は７月２８日・２９日、８月１８日・１９日
の計４日間、青森市にて現地試走会を兼ねて合宿を行いました。
　２回の選考会を経て合宿へ参加した１６名は、県総合運動公園や大会当日のコースを激走。炎天下の
なか、熱のこもった練習でみっちりと身体をいじめ抜きました。
　大会は９月２日（日）正午、アスパム前をスタート。８区間３３．８㎞で実施されます。皆さんの応援
を宜しくお願いいたします。



８９　広報しんごう　H24・８

交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

豊
か
な
自
然
に

　
　生
息
す
る
命

五
戸
地
方
畜
産
共
進
会

　
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
　
畠
山
敏
見
氏
の「
ご
う
ひ
め
」号

　
８
月
８
日
、

間
木
ノ
平
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
畜

産
共
進
会
会
場

で
畜
産
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
に
第

47
回
五
戸
地
方

畜
産
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
は
肉
用

種
７
部
門
に
32

頭
が
出
品
。
会

場
に
引
き
出
さ

れ
た
牛
た
ち
は

来
賓
ら
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、

八
戸
家
畜
保
健

衛
生
所
長
小
笠

原
和
弘
氏
を
審

査
長
と
す
る
４

名
の
審
査
委
員

に
よ
る
厳
し
い

審
査
を
受
け
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い

た
の
は
第
２
部
に
出
品
さ
れ
た
畠

山
敏
見
さ
ん
の
「
ご
う
ひ
め
」
号
。

体
積
や
均
称
、
資
質
、
品
位
、
歩

様
等
が
高
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
賞
状
を
授
与
さ
れ
た

畠
山
さ
ん
は
「
今
後
も
飼
料
管

理
、
体
調
管
理
を
徹
底
し
て
県
共

進
会
で
も
優
等
を
目
指
す
」
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
優
等
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
牛
は
８
月
24
日
・
25

日
に
七
戸
町
で
行
わ
れ
る
県
共
進

会
に
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。

肉
用
種
（
黒
毛
和
種
）

第
２
部
―
ご
う
ひ
め
号

　
　
　
　
畠
山
　
敏
見（
金
ケ
沢
）

第
３
部
―
あ
ん
じ
い
号

　
　
　
　
佐
藤
　
節
雄（
舘
　
神
）

第
５
部
―
さ
く
ら
号

　
　
　
　
長
根
　
　
規（
荒
　
巻
）

母
系
群
―
ひ
め
か
号

　
　
　
　
え
り
か
号

　
　
　
　
谷
地
村
桂
一（
大
谷
地
）

　
　
　
　
　
　
　（
本
村
関
係
分
）

　
宮
城
県
仙
台
市
で
行

わ
れ
た
２
０
１
２
年
度

国
土
交
通
行
政
関
係
者

功
労
表
彰
式
に
お
い
て
、

㈱
村
下
建
設
工
業
が
国

土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
長
表
彰
に
輝
き
、

７
月
25
日
、
受
賞
報
告

の
た
め
須
藤
村
長
の
も

と
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
賞
は
、

卓
越
し
た
技
術
力
と
施
工
管
理
を

持
っ
て
工
事
の
完
成
に
尽
力
し
、

他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
成
果
を

お
さ
め
た
施
工
会
社
に
送
ら
れ
る

も
の
で
、
同
社
が
平
成
24
年
３
月

に
完
成
さ
せ
た
「
馬
淵
川
根
城
地

区
築
堤
外
工
事
」
が
対
象
。

　
村
下
萬
社
長
は
、「
こ
の
賞
を

励
み
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
良
い

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
20
日
、
五
戸
安

協
戸
来
・
西
越
支
部
、

村
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
等
、
村
内
の
交
通

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
は
、
五
戸
警
察
署
前

で
開
催
さ
れ
た
「
五
戸

地
区
交
通
安
全
総
決
起

大
会
」
に
出
席
し
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
五
戸

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
を

先
頭
に
参
加
者
総
勢
３

０
０
名
が
町
中
心
部
を

パ
レ
ー
ド
。
地
域
住
民

に
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
道
４
号

扇
田
地
区
の
駐
車
帯
に

お
い
て
五
戸
地
区
交
通

安
全
協
会
青
年
部
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦

を
実
施
。
交
通
安
全
う

ち
わ
・
お
茶
缶
・
啓
蒙

チ
ラ
シ
等
、
行
き
交
う

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
配
布
し

ま
し
た
。

　
こ
の
夏
、
永
野
隆
幸
さ
ん
（
水

沢
）
が
平
子
沢
で
捕
獲
し
た
ミ
ヤ

マ
ク
ワ
ガ
タ
の
体
長
は
約
７
㎝
。

ギ
ネ
ス
記
録
ま
で
あ
と
約
８
㎜
と

い
う
ビ
ッ
ク
サ
イ
ズ
で
す
。

　
冷
涼
湿
潤
な
環
境
を
好
み
、
手

つ
か
ず
の
自
然
が
残
る
深
山
に
よ

く
見
ら
れ
る
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ
。

南
西
諸
島
や
一
部
離
島
を
除
く
、

ほ
ぼ
日
本
全
土
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
酷
暑
と
乾
燥
に
弱
く
、
地

球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

現
象
等
に
よ
っ
て
絶
滅
の
可
能
性

が
相
対
的
に
高
い
昆
虫
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
が
あ
っ
て
こ
そ
生

き
ら
れ
る
命
。
い
つ
ま
で
も
彼
ら

が
生
息
で
き
る
、
豊
か
な
自
然
と

環
境
を
村
は
守
り
続
け
ま
す
。

㈱村下建設工業  国土交通省東北地方整備局長賞受賞

左から　村下政拓常務、須藤良美村長、鹿島和成さん、村下萬社長
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通
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い
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目
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豊
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８
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。
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ら
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。
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２
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。
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述
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８月４日　村岡さんの畑でとうもろこし等収穫体験 ８月２日　老健しんごう訪問８月４日　村岡さんの畑でとうもろこし等収穫体験 ８月２日　老健しんごう訪問

８月６日　婦人会の郷土料理でおもてなし ８月４日　福山さんの畑でピーマンの収穫体験

８月９日　三嶽喜楽会のシイタケ収穫体験 ８月７日　ブルーベリーの摘み取り体験

８月６日　婦人会の郷土料理でおもてなし ８月４日　福山さんの畑でピーマンの収穫体験

８月９日　三嶽喜楽会のシイタケ収穫体験 ８月７日　ブルーベリーの摘み取り体験

新
郷
村
の
自
然
・
人
・
魅
力
に
触
れ
た
12
日
間

31名が大人の仲間入り　新郷村成人祭

　
第
44
回
成
人
式
が
８
月
13
日
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

今
年
度
の
対
象
者
31
名
の
う
ち
26

名
が
出
席
し
、
成
人
と
し
て
の
権

利
と
義
務
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
横
田
孝
夫
副
村
長
が

「
ふ
る
さ
と
新
郷
村
に
誇
り
を
持

ち
、
心
の
優
し
い
人
間
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
須
藤
良
美

村
長
代
理
で
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
や
恩
師
等
が
見
守
る
中
、

新
成
人
代
表
の
平
葭
雄
太
郎
さ
ん

（
川
台
）
が
「
東
日
本
大
震
災
で

日
本
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
私

た
ち
若
い
世
代
が
頑
張
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く

『
は
た
ち
の
誓
い
』
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
の
手
に
よ
る

『
は
た
ち
の
ア
ル
バ
ム
』
と
題
し

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
上
映
。
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
ま
だ

幼
か
っ
た
自
分
た
ち
の
姿
を
、
懐

か
し
そ
う
に
笑
顔
で
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
㈶
新
郷
村
ふ
る

さ
と
活
性
化
公
社
事
務
局
長
の
角

岸
秀
伸
氏
が
、
何
事
も
楽
し
ん
で

取
り
組
む
精
神
の
大
切
さ
、
挫
折

か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
等
、
自

身
の
体
験
を
も
と
に
地
元
産
品
を

活
か
し
た
商
品
開
発
奮
闘
記
と
し

て
紹
介
。
新
成
人
を
激
励
し
ま
し

た
。

　
７
月
30
日
〜
８
月
10
日
ま
で

の
12
日
間
、
東
京
都
内
の
児
童

養
護
施
設
「
社
会
福
祉
法
人
福

田
（
ふ
く
で
ん
）
会
東
京
本
院
」

の
児
童
生
徒
17
名
が
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し

て
宿
泊
し
、
新
郷
村
の
豊
か
な

自
然
や
人
、
魅
力
に
触
れ
る

「
宿
泊
体
験
事
業
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
30
日
朝
に
東
京
駅
を
出
発
し

た
一
行
は
、
午
後
２
時
過
ぎ
に

新
郷
村
へ
到
着
。
須
藤
良
美
村

長
の
も
と
を
訪
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
挨
拶
を
し
て
初
日
が
ス

タ
ー
ト
。
翌
日
は
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
内
で
の
乳
搾
り
や
ウ
ィ
ン

ナ
ー
作
り
体
験
、
か
つ
ら
な
峡

で
の
釣
り
を
体
験
。
２
日
に
は

老
人
保
健
施
設
し
ん
ご
う
を
訪

問
し
、
入
居
者
と
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
や
ス
イ
カ
割
り
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
４
日
に
は
福

山
幸
子
さ
ん
（
鹿
田
）
の
畑
で

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
や
、
村
岡
和

俊
さ
ん
（
中
里
）
の
畑
で
と
う

も
ろ
こ
し
・
ト
マ
ト
な
ど
の
収

穫
を
体
験
。
７
日
に
は
横
田
セ

キ
さ
ん
（
田
中
）

の
畑
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り

を
、
９
日
に
は
旧

川
代
小
学
校
で
三

嶽
喜
楽
会
（
高
橋

勝
代
表
）
の
育
て

る
シ
イ
タ
ケ
の
収

穫
を
体
験
。
子
ど

も
た
ち
は
初
め
て

触
れ
る
農
業
に
瞳

を
輝
か
せ
、
夢
中

で
収
穫
の
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
八
戸

三
社
大
祭
や
白
浜

海
岸
、
十
和
田
湖

な
ど
、
県
南
を
代

表
す
る
祭
り
や
観

光
地
も
巡
り
、
新

郷
村
と
県
南
を
思

う
存
分
満
喫
し
た

一
行
は
10
日
、
12

日
間
の
全
日
程
を

無
事
終
え
、
楽
し

い
思
い
出
を
沢
山

胸
に
、
新
郷
村
を

後
に
し
ま
し
た
。

31名が大人の仲間入り　新郷村成人祭
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８
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で
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催
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、
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者
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の
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26
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が
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、
成
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と
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て
の
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利
と
義
務
を
誓
い
ま
し
た
。
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で
は
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孝
夫
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村
長
が

「
ふ
る
さ
と
新
郷
村
に
誇
り
を
持

ち
、
心
の
優
し
い
人
間
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
須
藤
良
美

村
長
代
理
で
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
や
恩
師
等
が
見
守
る
中
、

新
成
人
代
表
の
平
葭
雄
太
郎
さ
ん

（
川
台
）
が
「
東
日
本
大
震
災
で

日
本
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
私

た
ち
若
い
世
代
が
頑
張
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く

『
は
た
ち
の
誓
い
』
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
の
手
に
よ
る

『
は
た
ち
の
ア
ル
バ
ム
』
と
題
し

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
も
上
映
。
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
ま
だ

幼
か
っ
た
自
分
た
ち
の
姿
を
、
懐

か
し
そ
う
に
笑
顔
で
見
つ
め
て
い

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
㈶
新
郷
村
ふ
る

さ
と
活
性
化
公
社
事
務
局
長
の
角

岸
秀
伸
氏
が
、
何
事
も
楽
し
ん
で

取
り
組
む
精
神
の
大
切
さ
、
挫
折

か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
等
、
自

身
の
体
験
を
も
と
に
地
元
産
品
を

活
か
し
た
商
品
開
発
奮
闘
記
と
し

て
紹
介
。
新
成
人
を
激
励
し
ま
し

た
。

　
７
月
30
日
〜
８
月
10
日
ま
で

の
12
日
間
、
東
京
都
内
の
児
童

養
護
施
設
「
社
会
福
祉
法
人
福

田
（
ふ
く
で
ん
）
会
東
京
本
院
」

の
児
童
生
徒
17
名
が
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し

て
宿
泊
し
、
新
郷
村
の
豊
か
な

自
然
や
人
、
魅
力
に
触
れ
る

「
宿
泊
体
験
事
業
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
30
日
朝
に
東
京
駅
を
出
発
し

た
一
行
は
、
午
後
２
時
過
ぎ
に

新
郷
村
へ
到
着
。
須
藤
良
美
村

長
の
も
と
を
訪
れ
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
挨
拶
を
し
て
初
日
が
ス

タ
ー
ト
。
翌
日
は
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
内
で
の
乳
搾
り
や
ウ
ィ
ン

ナ
ー
作
り
体
験
、
か
つ
ら
な
峡

で
の
釣
り
を
体
験
。
２
日
に
は

老
人
保
健
施
設
し
ん
ご
う
を
訪

問
し
、
入
居
者
と
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
や
ス
イ
カ
割
り
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
４
日
に
は
福

山
幸
子
さ
ん
（
鹿
田
）
の
畑
で

ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
や
、
村
岡
和

俊
さ
ん
（
中
里
）
の
畑
で
と
う

も
ろ
こ
し
・
ト
マ
ト
な
ど
の
収

穫
を
体
験
。
７
日
に
は
横
田
セ

キ
さ
ん
（
田
中
）

の
畑
で
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
摘
み
取
り

を
、
９
日
に
は
旧

川
代
小
学
校
で
三

嶽
喜
楽
会
（
高
橋

勝
代
表
）
の
育
て

る
シ
イ
タ
ケ
の
収

穫
を
体
験
。
子
ど

も
た
ち
は
初
め
て

触
れ
る
農
業
に
瞳

を
輝
か
せ
、
夢
中

で
収
穫
の
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
八
戸

三
社
大
祭
や
白
浜

海
岸
、
十
和
田
湖

な
ど
、
県
南
を
代

表
す
る
祭
り
や
観

光
地
も
巡
り
、
新

郷
村
と
県
南
を
思

う
存
分
満
喫
し
た

一
行
は
10
日
、
12

日
間
の
全
日
程
を

無
事
終
え
、
楽
し

い
思
い
出
を
沢
山

胸
に
、
新
郷
村
を

後
に
し
ま
し
た
。

31名が大人の仲間入り　新郷村成人祭
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12
日

　釣
り
大
会

大
抽
選
会

西
越
小
学
校

　駒
踊
り

川
代
地
区
子
供
会

　大
黒
舞

し
ん
ご
う
保
育
園

　お
遊
戯

　
明
治
12
年
に
創
立
さ
れ
、
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
平
成
23
年
３
月
、

１
３
２
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

て
閉
校
と
な
っ
た
川
代
小
学
校
が

８
月
11
日
、「
川
代
も
の
づ
く
り

学
校
（
高
橋
悦
子
校
長
）」
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
校
舎
前
に
お

い
て
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
校
後
、
川
代
地
区
で
は
「
川

代
地
区
振
興
会
（
高
橋
勝
会
長
）」

を
中
心
に
、
校
舎
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
幾
度
と
な
く
村
と
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
こ
の
た
び
「
川
代

も
の
づ
く
り
学
校
」
と
し
て
活
用

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
児
童
が
学
ん
で
い
た
教

室
は
、
山
菜
や
シ
イ
タ
ケ
の
加
工

作
業
を
行
う
「
も
の
づ
く
り
教
室
」

や
、
科
学
・
布
草
履
作
り
な
ど
の

体
験
が
で
き
る
「
体
験
教
室
」
へ

と
大
変
身
。
体
育
館
は
災
害
時
等

の
避
難
所
で
あ
っ
た
り
、
校
庭
と

と
も
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
す
る
場
と
し
て
活

用
。
ま
た
、
事
務
室
に
は
各
種
団

体
の
事
務
局
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
川
代
も
の
づ
く
り

学
校
は
、
各
種
体
験
や
研
修
を
通

じ
た
交
流
促
進
の
場
、
地
場
農
産

物
等
の
地
域
産
業
の
場
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
や
健
全
な
子

育
て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
場

と
な
り
、
地
域
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
開
校
式
で
は
須
藤
良
美
村
長
が

「
歴
史
に
残
る
喜
び
の
日
で
あ
る
。

も
の
づ
く
り
学
校
が
地
域
住
民
の

拠
り
所
・
中
心
的
施
設
と
し
て
、

親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
川
代
小
・
中
学
校

を
卒
業
し
た
佐
々
木
郁
夫
副
知
事

ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
福
山
惠
一

郎
村
議
会
議
長
、
三
川
目
子
ど

も
会
の
畑
中
佳
香
さ
ん
（
大

畑
）、
梅
川
秋
洋
く
ん
（
女
ヶ

崎
）
ら
７
人
に
よ
り
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
、
会
場
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
し
ん
ご
う
保
育
園

の
お
遊
戯
、
西
越
小
学
校
の
駒

踊
り
、
川
代
地
区
子
供
会
の
大

黒
舞
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続

き
、
高
橋
振
興
会
長
が
「
我
々

の
仕
事
は
こ
れ
か
ら
」
と
決
意

を
述
べ
、
最
後
は
中
平
秀
夫
村

議
会
副
議
長
の
音
頭
で
乾
杯
。

式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
振
興
会
の
若
者
ら
に

よ
っ
て
焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
、
イ

ワ
ナ
の
塩
焼
き
な
ど
の
出
店
が
並

び
、
来
賓
や
訪
れ
た
住
民
約
３
０

０
名
を
お
も
て
な
し
。
式
典
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
開
校
式
終
了
後
も
小
西
礼
子
歌

謡
シ
ョ
ー
、
大
抽
選
会
な
ど
イ
ベ

ン
ト
は
続
き
、
翌
日
12
日
に
は
新

郷
遊
魚
会
（
梅
川
和
雄
会
長
）
協

力
に
よ
る
釣
り
大
会
や
野
球
大
会

も
開
催
。
も
の
づ
く
り
学
校
と
し

て
の
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
を
、

地
域
住
民
一
丸
と
な
り
、
２
日
間

か
が
り
で
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

新たな歴史の始まり 「川代ものづくり学校」開校
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夏
と
い
え
ば
浴
衣
。
そ

こ
で
第
２
回
あ
い
あ
い
学

級
は
８
月
８
日
、
美
郷
館

和
室
に
て
「
親
子
ゆ
か
た

着
付
け
教
室
」
を
開
催
。

　
佐
藤
久
美
子
さ
ん
（
舘

向
）
を
講
師
に
招
き
、
日

頃
着
慣
れ
な
い
浴
衣
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
参

加
者
６
名
は
約
１
時
間
か

け
て
ご
覧
の
通
り
に
。
と

っ
て
も
綺
麗
に
可
愛
く
着

れ
ま
し
た
ね
！

　
８
月
６
日
、
五
戸
中
学
校
を
主

会
場
に
五
戸
地
区
防
犯
少
年
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野

球
、
駅
伝
な
ど
４
競
技
に
４
中
学

校
が
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
本
村
関
係
分
）

○
野
球
（
第
56
回
）

　
準
優
勝
│
新
郷
中
学
校

　
優
秀
選
手
賞
│
田
沢
　
青
輝

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
第
21
回
）

・
女
子
の
部

　
準
優
勝
│
新
郷
中
学
校

　
優
秀
選
手
賞
│
高
橋
　
真
由

○
駅
伝
（
第
17
回
）

・
男
子
の
部

　
準
優
勝
│
野
沢
中
学
校

　
区
間
賞
第
３
区
│
上
野
山
友
樹

　
　
　
　
第
５
区
│
中
鶴
間
祥
太

・
女
子
の
部

　
準
優
勝
│
野
沢
中
学
校

　
区
間
賞
第
２
区
│
赤
坂
　
詩
織

　
　
　
　
第
４
区
│
佐
藤
　
　
環

　
８
月
４
日
、
村
子
ど
も
会
は
切

谷
内
小
学
校
校
長
の
慶
長
隆
光
先

生
を
講
師
に
迎
え
、「
ホ
タ
ル
の

観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
31
人
と
保
護
者
ら
が
参

加
。
ま
ず
は
美
郷
館
で
、「
日
本

に
は
40
種
類
の
ホ

タ
ル
が
い
る
。
○

か
×
か
？
」
な
ど
、

ク
イ
ズ
形
式
で
ホ
タ
ル
の
生
態
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「
役
場
の

近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ホ
タ

ル
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
で
あ
る
。
○
か

×
か
？
」
の
問
題
に
、
懐
中
電
灯

と
空
き
ビ
ン
を
持
っ
て
金
ヶ
沢
農

村
公
園
へ
行
き
、
実
際

に
捕
獲
し
て
確
認
す
る

こ
と
に
。
暗
闇
の
中
に

光
る
ホ
タ
ル
を
空
き
ビ

ン
へ
捕
獲
し
、
美
郷
館

に
戻
っ
て
答
え
合
わ
せ

（
正
解
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
）。
種
類
や
オ
ス
・

メ
ス
の
見
分
け
方
な

ど
、
ホ
タ
ル
に
関
す
る

多
く
の
知
識
を
習
得
し

た
子
ど
も
た
ち
。
一
番

多
く
ク
イ
ズ
に
正
解
し

た
子
ど
も
４
人
に
賞
品

が
贈
ら
れ
、
捕
獲
し
た

ホ
タ
ル
は
公
園
へ
戻
し

て
あ
げ
ま
し
た
。

　
金
ヶ
沢
農
村
公
園
で

は
７
月
中
旬
か
ら
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
い
、
可
憐

な
光
が
地
域
住
民
の
心

を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日
、
今
回
の
ど
よ
う
塾

は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
食
生
活
改
善
推

進
員
の
方
々
を
講
師
に
、
野
菜
を

た
く
さ
ん
使
っ
た
栄
養
満
点
の
料

理
教
室
を
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

９
人
は
、
可
愛
い
エ
プ
ロ
ン
姿
の

小
さ
な
コ
ッ
ク
へ
と
大
変
身
。

　
本
日
の
献
立
は
「
お
好
み
ち
ら

し
、
お
吸
い
も
の
、
ト
マ
ト
と
ピ

ー
マ
ン
の
卵
い
た
め
、
に
ん
じ
ん

ゼ
リ
ー
」
の
４
品
。
包
丁
の
持
ち

方
や
切
り
方
な
ど
、

懇
切
丁
寧
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
調

理
す
る
こ
と
約
２
時
間
。
４
品
す

べ
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
み
ん
な
で
試
食
会
。
自

分
で
作
っ
た
料
理
は
格
別
の
味
。

満
面
の
笑
み
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

○職種・採用予定人員
　上級行政：若干名
○受験資格
昭和59年４月２日から平成３年４月１日まで
に生まれた者で、大学を卒業した者または平
成25年３月31日までに大学卒業見込みの者。

○試験の内容
　①一次試験：教養試験・専門試験
　②二次試験：作文試験・面接

○試験日・会場
　①一次試験　10月21日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　②二次試験　
　　一次試験合格者に追って通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報
○受付期間
　９月３日（月）～９月20日（木）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月20日（木）必着
有効とします。
○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　角岸
　℡７８－２１１１　内線１５５
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夏
の
風
物
詩

　浴
衣
を
着
よ
う
！

ホ
タ
ル
の
光
に
瞳
輝
か
せ

野
菜
た
�
ぷ
り
ヘ
ル
シ
�
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
！練

習
の

　成
果
を
発
揮

新郷村職員を募集します



　
夏
と
い
え
ば
浴
衣
。
そ

こ
で
第
２
回
あ
い
あ
い
学

級
は
８
月
８
日
、
美
郷
館

和
室
に
て
「
親
子
ゆ
か
た

着
付
け
教
室
」
を
開
催
。

　
佐
藤
久
美
子
さ
ん
（
舘

向
）
を
講
師
に
招
き
、
日

頃
着
慣
れ
な
い
浴
衣
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
参

加
者
６
名
は
約
１
時
間
か

け
て
ご
覧
の
通
り
に
。
と

っ
て
も
綺
麗
に
可
愛
く
着

れ
ま
し
た
ね
！

　
８
月
６
日
、
五
戸
中
学
校
を
主

会
場
に
五
戸
地
区
防
犯
少
年
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野

球
、
駅
伝
な
ど
４
競
技
に
４
中
学

校
が
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
本
村
関
係
分
）

○
野
球
（
第
56
回
）

　
準
優
勝
│
新
郷
中
学
校

　
優
秀
選
手
賞
│
田
沢
　
青
輝

○
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル（
第
21
回
）

・
女
子
の
部

　
準
優
勝
│
新
郷
中
学
校

　
優
秀
選
手
賞
│
高
橋
　
真
由

○
駅
伝
（
第
17
回
）

・
男
子
の
部

　
準
優
勝
│
野
沢
中
学
校

　
区
間
賞
第
３
区
│
上
野
山
友
樹

　
　
　
　
第
５
区
│
中
鶴
間
祥
太

・
女
子
の
部

　
準
優
勝
│
野
沢
中
学
校

　
区
間
賞
第
２
区
│
赤
坂
　
詩
織

　
　
　
　
第
４
区
│
佐
藤
　
　
環

　
８
月
４
日
、
村
子
ど
も
会
は
切

谷
内
小
学
校
校
長
の
慶
長
隆
光
先

生
を
講
師
に
迎
え
、「
ホ
タ
ル
の

観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
31
人
と
保
護
者
ら
が
参

加
。
ま
ず
は
美
郷
館
で
、「
日
本

に
は
40
種
類
の
ホ

タ
ル
が
い
る
。
○

か
×
か
？
」
な
ど
、

ク
イ
ズ
形
式
で
ホ
タ
ル
の
生
態
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「
役
場
の

近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
ホ
タ

ル
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
で
あ
る
。
○
か

×
か
？
」
の
問
題
に
、
懐
中
電
灯

と
空
き
ビ
ン
を
持
っ
て
金
ヶ
沢
農

村
公
園
へ
行
き
、
実
際

に
捕
獲
し
て
確
認
す
る

こ
と
に
。
暗
闇
の
中
に

光
る
ホ
タ
ル
を
空
き
ビ

ン
へ
捕
獲
し
、
美
郷
館

に
戻
っ
て
答
え
合
わ
せ

（
正
解
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
）。
種
類
や
オ
ス
・

メ
ス
の
見
分
け
方
な

ど
、
ホ
タ
ル
に
関
す
る

多
く
の
知
識
を
習
得
し

た
子
ど
も
た
ち
。
一
番

多
く
ク
イ
ズ
に
正
解
し

た
子
ど
も
４
人
に
賞
品

が
贈
ら
れ
、
捕
獲
し
た

ホ
タ
ル
は
公
園
へ
戻
し

て
あ
げ
ま
し
た
。

　
金
ヶ
沢
農
村
公
園
で

は
７
月
中
旬
か
ら
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
い
、
可
憐

な
光
が
地
域
住
民
の
心

を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
８
月
６
日
、
今
回
の
ど
よ
う
塾

は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
食
生
活
改
善
推

進
員
の
方
々
を
講
師
に
、
野
菜
を

た
く
さ
ん
使
っ
た
栄
養
満
点
の
料

理
教
室
を
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

９
人
は
、
可
愛
い
エ
プ
ロ
ン
姿
の

小
さ
な
コ
ッ
ク
へ
と
大
変
身
。

　
本
日
の
献
立
は
「
お
好
み
ち
ら

し
、
お
吸
い
も
の
、
ト
マ
ト
と
ピ

ー
マ
ン
の
卵
い
た
め
、
に
ん
じ
ん

ゼ
リ
ー
」
の
４
品
。
包
丁
の
持
ち

方
や
切
り
方
な
ど
、

懇
切
丁
寧
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
調

理
す
る
こ
と
約
２
時
間
。
４
品
す

べ
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
み
ん
な
で
試
食
会
。
自

分
で
作
っ
た
料
理
は
格
別
の
味
。

満
面
の
笑
み
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に

頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

○職種・採用予定人員
　上級行政：若干名
○受験資格
昭和59年４月２日から平成３年４月１日まで
に生まれた者で、大学を卒業した者または平
成25年３月31日までに大学卒業見込みの者。

○試験の内容
　①一次試験：教養試験・専門試験
　②二次試験：作文試験・面接

○試験日・会場
　①一次試験　10月21日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　②二次試験　
　　一次試験合格者に追って通知します。

○受験手続
受験申込書（用紙は役場総務グループで直接
受け取るか、村ホームページからダウンロー
ドできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱も村ホームページでご覧になれま
すので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.vill.shingo.aomori.jp新着情報
○受付期間
　９月３日（月）～９月20日（木）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
郵送による提出の場合は、９月20日（木）必着
有効とします。
○申し込み・問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関する問い合わせは
　総務課総務グループ　角岸
　℡７８－２１１１　内線１５５
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夏
の
風
物
詩

　浴
衣
を
着
よ
う
！

ホ
タ
ル
の
光
に
瞳
輝
か
せ

野
菜
た
�
ぷ
り
ヘ
ル
シ
�
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
！練

習
の

　成
果
を
発
揮

新郷村職員を募集します
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

梅
雨
晴
れ
の
陽
射
し
に

ト
マ
ト
苗
し
ぼ
む福

　
士
　
香
芽
子

来
し
方
を
悔
い
つ
つ
食
べ
る

ト
マ
ト
か
な

鹿
　
島
　
と
　
わ

ス
ー
パ
ー
に
並
べ
る
ト
マ
ト

旬
も
な
く

髙
　
根
　
リ
　
サ

庭
先
に
花
の
如
し
に
ト
マ
ト
植
え

福
　
山
　
康
　
子

ト
マ
ト
熟
れ
放
射
の
ス
ジ

あ
り
味
如
何

工
　
藤
　
陽
　
一

色
付
き
し
ト
マ
ト
に
声
か
け

旬
を
待
ち

小
　
坂
　
良
　
子

青
嵐
シ
ー
ツ
を
洗
い
客
を
待
つ

戸
　
来
　
れ
い
子

草
伸
び
て
晴
耕
雨
読

ま
ま
な
ら
ず

長
　
峯
　
ユ
　
リ

何
と
な
く
口
に
し
て
み
る

桑
い
ち
ご

村
　
上
　
て
　
る

こ
こ
だ
け
の
話
の
筈
や

ト
マ
ト
も
ぐ

鹿
　
島
　
恵
美
子

葬
列
の
先
は
新
樹
の
森
に
入
る

金
　
沢
　
　
　
凡

副議長　中平秀夫 議長　福山惠一郎

　
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
が
委

嘱
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

○
梅
川
和
雄
氏
（
川
代
）

○
田
島
英
男
氏
（
西
越
田
中
）

任
期
：
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
３
年
間

問 

住
民
グ
ル
ー
プ

 

　
℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
24
年
８
月
か
ら
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁
判
所

か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ
た

場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

◇
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
等
）
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど

も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

◇
支
給
要
件
は
？

　
次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
母
、

父
又
は
養
育
者
が
監
護
等
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
又
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
又
は
母
が
生
死
不
明
の
子
ど
も

⑤
父
又
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
子
ど
も

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

（
新
規
）

⑦
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子
ど
も

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

子
ど
も

⑨
棄
児
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な

い
か
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

※

こ
の
他
の
支
給
要
件
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
グ
ル
ー
プ

 

　
℡
78
│

２
１
１
１

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国
一

斉
に
相
談
日
を
設
け
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

を
通
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
の
人

権
相
談
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時

　
９
月
10
日
〜
９
月
16
日
ま
で
の 

　
７
日
間

◇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま

　
で
（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午

　
後
５
時
）

◇
電
話

　
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
│

０
０
３
│

１
１
０

◇
内
容

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
等
に
関
す
る
電
話
相
談

問 

青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　 

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

９
０
２
４

◇
目
的

　
こ
の
時
期
は
、
秋
の
行
楽
に

よ
る
事
故
や
、
日
没
が
早
ま
る

夕
暮
れ
時
の
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一

人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◇
期
間

　
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

◇
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問 

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

 

　
℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

　
本
格
的
な
夏
が
到
来
し
、
水
泳

や
釣
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
で
水
辺

に
近
づ
く
機
会
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
毎
年
水
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の

こ
と
を
守
り
、
水
の
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

①
遊
泳
禁
止
区
域
な
ど
危
険
な
場

所
で
は
遊
ば
な
い

　
遊
泳
危
険
区
域
と
な
っ
て
い

る
場
所
は
、
海
の
沖
へ
強
く
流

れ
る「
離
岸
流
」が
あ
っ
た
り
、

　
７
月
31
日
、
村
議
会
は
改
選
後

初
め
て
の
臨
時
会
を
開
き
、
議
長

に
福
山
惠
一
郎
氏
、
副
議
長
に
中

平
秀
夫
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
選
出
の
村
監
査
委
員
に

は
佐
々
木
義
信
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
等
の
議
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
定
数
４
）

　
総
務
、
厚
生
、
財
政
、
教
育
に

関
す
る
事
務
並
び
に
他
の
常
任
委

員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
務
の

調
査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳
情
等

の
審
査
を
取
り
扱
う
。

　
委
員
長
　
　
　
細
川
真
理
子

　
副
委
員
長
　
　
　
杉
村
　
勝
司

　
委
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

　
委
　
　
員
　
　
　
福
山
惠
一
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会（
定
数
４
）

　
農
林
、
商
工
、
公
有
林
野
、
土

木
建
築
に
関
す
る
事
務
の
調
査
及

び
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査

を
取
り
扱
う
。

　
委
員
長
　
　
　
奥
山
　
博
司

　
副
委
員
長
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

　
委
　
　
員
　
　
　
中
平
　
秀
夫

　
委
　
　
員
　
　
　
佐
々
木
義
信

議
会
運
営
委
員
会
（
定
数
６
）

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
及
び

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
の
調

査
並
び
に
議
案
、
請
願
、
陳
情
等

を
審
査
す
る
。

　
委
員
長
　
　
　
佐
々
木
義
信

　
副
委
員
長
　
　
　
奥
山
　
博
司

　
委
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

　
委
　
　
員
　
　
　
細
川
真
理
子

　
委
　
　
員
　
　
　
杉
村
　
勝
司

　
委
　
　
員
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
細
川
真
理
子

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
杉
村
　
勝
司

田
子
高
原
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
中
平
　
秀
夫

　
議
　
　
員
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

　
ま
た
、
議
案
４
件
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
契

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
購
入

金
額
は
２
０
４
７
万
５
千
円
で
、

第
３
分
団
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

◇
村
有
自
動
車
（
み
ず
ば
し
ょ
う

号
）
の
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
購
入
金
額
は
２
台
で

１
２
３
２
万
７
千
円
で
す
。

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３

２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
25
億
９
２

７
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は

　
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

・
地
方
交
付
税
６
３
２
万
６
千
円

歳
出

・
農
業
振
興
整
備
計
画
費
測
量
委

　
託
費
　
　
　
　
　
１
９
０
万
円

・
間
木
ノ
平
地
区
公
園
整
備
費

　
修
繕
費
　
　
　
　
２
３
０
万
円

・
社
会
教
育
施
設
管
理
費

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
開
校
式

等
補
助
金
　
　
　
　
　
55
万
円

・
社
会
教
育
施
設
管
理
費

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
施
設
用

備
品
　
　
　
　
　
　
　
55
万
円

沼
や
た
め
池
な
ど
は
周
り
に
草

が
生
い
茂
り
滑
り
や
す
く
落
下

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
危
険

な
場
所
な
の
で
、
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
悪
天
候
の
と
き
は
遊
ば
な
い

　
気
象
・
海
象
が
悪
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
水

辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
中
止
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
河
川
の
レ
ジ
ャ

ー
で
は
上
流
の
天
候
の
急
変
で

増
水
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い

　
小
さ
い
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
、
必
ず
大
人
が
付
き

添
い
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
状
態
の
悪
い
と
き
は
泳
が

な
い

　
体
調
不
良
や
睡
眠
不
足
で
疲

れ
て
い
る
と
き
は
、
水
辺
の
レ

ジ
ャ
ー
は
控
え
る
こ
と
。
ま
た
、

飲
酒
後
や
飲
酒
し
な
が
ら
の
水

泳
や
釣
り
も
危
険
で
す
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
焼
け
や
水
分
補
給
に
注
意

す
る

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
水
分
補
給
と
日
陰
で
の
休

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問

問

問

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

　（
再
任
）の
お
知
ら
せ

Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
す
る

児
童
扶
養
手
当
一
部
改
正

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
月
間

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

水
の
事
故
防
止
６
ヶ
条

議
長
に
福
山
惠
一
郎
氏
、
副
議
長
に
中
平
秀
夫
氏
を
選
任

新
し
い
議
会
組
織
決
ま
る

〜
平
成
24
年
第
３
回
村
議
会
臨
時
会
〜
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

梅
雨
晴
れ
の
陽
射
し
に

ト
マ
ト
苗
し
ぼ
む福

　
士
　
香
芽
子

来
し
方
を
悔
い
つ
つ
食
べ
る

ト
マ
ト
か
な

鹿
　
島
　
と
　
わ

ス
ー
パ
ー
に
並
べ
る
ト
マ
ト

旬
も
な
く

髙
　
根
　
リ
　
サ

庭
先
に
花
の
如
し
に
ト
マ
ト
植
え

福
　
山
　
康
　
子

ト
マ
ト
熟
れ
放
射
の
ス
ジ

あ
り
味
如
何

工
　
藤
　
陽
　
一

色
付
き
し
ト
マ
ト
に
声
か
け

旬
を
待
ち

小
　
坂
　
良
　
子

青
嵐
シ
ー
ツ
を
洗
い
客
を
待
つ

戸
　
来
　
れ
い
子

草
伸
び
て
晴
耕
雨
読

ま
ま
な
ら
ず

長
　
峯
　
ユ
　
リ

何
と
な
く
口
に
し
て
み
る

桑
い
ち
ご

村
　
上
　
て
　
る

こ
こ
だ
け
の
話
の
筈
や

ト
マ
ト
も
ぐ

鹿
　
島
　
恵
美
子

葬
列
の
先
は
新
樹
の
森
に
入
る

金
　
沢
　
　
　
凡

副議長　中平秀夫 議長　福山惠一郎

　
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
が
委

嘱
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

○
梅
川
和
雄
氏
（
川
代
）

○
田
島
英
男
氏
（
西
越
田
中
）

任
期
：
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
３
年
間

問 

住
民
グ
ル
ー
プ

 

　
℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
24
年
８
月
か
ら
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁
判
所

か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ
た

場
合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

◇
児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
又
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
等
）
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
子
ど

も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

◇
支
給
要
件
は
？

　
次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
母
、

父
又
は
養
育
者
が
監
護
等
し
て
い

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
又
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
又
は
母
が
生
死
不
明
の
子
ど
も

⑤
父
又
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
子
ど
も

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

（
新
規
）

⑦
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子
ど
も

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

子
ど
も

⑨
棄
児
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な

い
か
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

※

こ
の
他
の
支
給
要
件
も
あ
り
ま

　
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
グ
ル
ー
プ

 

　
℡
78
│

２
１
１
１

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国
一

斉
に
相
談
日
を
設
け
「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

を
通
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
の
人

権
相
談
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時

　
９
月
10
日
〜
９
月
16
日
ま
で
の 

　
７
日
間

◇
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま

　
で
（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午

　
後
５
時
）

◇
電
話

　
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
│

０
０
３
│

１
１
０

◇
内
容

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
虐

待
等
に
関
す
る
電
話
相
談

問 
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　 

℡
０
１
７
│

７
７
６
│

９
０
２
４

◇
目
的

　
こ
の
時
期
は
、
秋
の
行
楽
に

よ
る
事
故
や
、
日
没
が
早
ま
る

夕
暮
れ
時
の
事
故
の
多
発
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
一

人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の

普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◇
期
間

　
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

◇
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問 

青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

 

　
℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

　
本
格
的
な
夏
が
到
来
し
、
水
泳

や
釣
り
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
で
水
辺

に
近
づ
く
機
会
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
毎
年
水
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の

こ
と
を
守
り
、
水
の
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

①
遊
泳
禁
止
区
域
な
ど
危
険
な
場

所
で
は
遊
ば
な
い

　
遊
泳
危
険
区
域
と
な
っ
て
い

る
場
所
は
、
海
の
沖
へ
強
く
流

れ
る「
離
岸
流
」が
あ
っ
た
り
、

　
７
月
31
日
、
村
議
会
は
改
選
後

初
め
て
の
臨
時
会
を
開
き
、
議
長

に
福
山
惠
一
郎
氏
、
副
議
長
に
中

平
秀
夫
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
選
出
の
村
監
査
委
員
に

は
佐
々
木
義
信
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
等
の
議
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
定
数
４
）

　
総
務
、
厚
生
、
財
政
、
教
育
に

関
す
る
事
務
並
び
に
他
の
常
任
委

員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
務
の

調
査
及
び
議
案
、
請
願
、
陳
情
等

の
審
査
を
取
り
扱
う
。

　
委
員
長
　
　
　
細
川
真
理
子

　
副
委
員
長
　
　
　
杉
村
　
勝
司

　
委
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

　
委
　
　
員
　
　
　
福
山
惠
一
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会（
定
数
４
）

　
農
林
、
商
工
、
公
有
林
野
、
土

木
建
築
に
関
す
る
事
務
の
調
査
及

び
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査

を
取
り
扱
う
。

　
委
員
長
　
　
　
奥
山
　
博
司

　
副
委
員
長
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

　
委
　
　
員
　
　
　
中
平
　
秀
夫

　
委
　
　
員
　
　
　
佐
々
木
義
信

議
会
運
営
委
員
会
（
定
数
６
）

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
及
び

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
の
調

査
並
び
に
議
案
、
請
願
、
陳
情
等

を
審
査
す
る
。

　
委
員
長
　
　
　
佐
々
木
義
信

　
副
委
員
長
　
　
　
奥
山
　
博
司

　
委
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

　
委
　
　
員
　
　
　
細
川
真
理
子

　
委
　
　
員
　
　
　
杉
村
　
勝
司

　
委
　
　
員
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
東
　
　
利
昭

十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
細
川
真
理
子

十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合

議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
杉
村
　
勝
司

田
子
高
原
広
域
事
務
組
合
議
会

　
議
　
　
員
　
　
　
中
平
　
秀
夫

　
議
　
　
員
　
　
　
滝
沢
　
　
仁

　
ま
た
、
議
案
４
件
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
契

約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
購
入

金
額
は
２
０
４
７
万
５
千
円
で
、

第
３
分
団
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

◇
村
有
自
動
車
（
み
ず
ば
し
ょ
う

号
）
の
購
入
契
約
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。
購
入
金
額
は
２
台
で

１
２
３
２
万
７
千
円
で
す
。

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３

２
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
25
億
９
２

７
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は

　
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

・
地
方
交
付
税
６
３
２
万
６
千
円

歳
出

・
農
業
振
興
整
備
計
画
費
測
量
委

　
託
費
　
　
　
　
　
１
９
０
万
円

・
間
木
ノ
平
地
区
公
園
整
備
費

　
修
繕
費
　
　
　
　
２
３
０
万
円

・
社
会
教
育
施
設
管
理
費

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
開
校
式

等
補
助
金
　
　
　
　
　
55
万
円

・
社
会
教
育
施
設
管
理
費

　
川
代
も
の
づ
く
り
学
校
施
設
用

備
品
　
　
　
　
　
　
　
55
万
円

沼
や
た
め
池
な
ど
は
周
り
に
草

が
生
い
茂
り
滑
り
や
す
く
落
下

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
危
険

な
場
所
な
の
で
、
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
悪
天
候
の
と
き
は
遊
ば
な
い

　
気
象
・
海
象
が
悪
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
水

辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
中
止
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
河
川
の
レ
ジ
ャ

ー
で
は
上
流
の
天
候
の
急
変
で

増
水
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い

　
小
さ
い
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
も
、
必
ず
大
人
が
付
き

添
い
、
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
状
態
の
悪
い
と
き
は
泳
が

な
い

　
体
調
不
良
や
睡
眠
不
足
で
疲

れ
て
い
る
と
き
は
、
水
辺
の
レ

ジ
ャ
ー
は
控
え
る
こ
と
。
ま
た
、

飲
酒
後
や
飲
酒
し
な
が
ら
の
水

泳
や
釣
り
も
危
険
で
す
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
焼
け
や
水
分
補
給
に
注
意

す
る

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
水
分
補
給
と
日
陰
で
の
休

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問

問

問

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

　（
再
任
）の
お
知
ら
せ

Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
す
る

児
童
扶
養
手
当
一
部
改
正

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
月
間

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

水
の
事
故
防
止
６
ヶ
条

議
長
に
福
山
惠
一
郎
氏
、
副
議
長
に
中
平
秀
夫
氏
を
選
任

新
し
い
議
会
組
織
決
ま
る

〜
平
成
24
年
第
３
回
村
議
会
臨
時
会
〜
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息
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

⑥
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

す
る

　
釣
り
や
ボ
ー
ト
な
ど
、
水
辺

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必

ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
故
の
際
に
連
絡
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
携
帯
電
話
を
防
水

パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
ま
し

ょ
う
。

◇
『
い
ざ
』
と
い
う
時
の
た
め
に

・
も
し
も
溺
水
者
を
発
見
し
た
場

合
、
目
を
離
さ
ず
大
声
で
周
り

の
人
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

・
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

問 

五
戸
消
防
署
　
西
分
遣
所

 

　
℡
78
│

２
１
１
９

◇
一
般
曹
候
補
生

・
受
付

　
平
成
24
年
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
９
月
17
日

　
２
次
：
平
成
24
年
10
月
４
日
〜

　
　
　
　
11
日
の
１
日

◇
自
衛
官
候
補
生

・
受
付

　
平
成
24
年
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

・
試
験
日

　
男
子
：
平
成
24
年
９
月
24
日

　
女
子
：
平
成
24
年
９
月
26
日

◇
防
衛
大
学
校

・
受
付

　
平
成
24
年
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
11
月
10
日

　
２
次
：
平
成
24
年
12
月
11
日
〜

　
　
　
　
15
日
の
１
日

◇
看
護
学
生

・
受
付

　
平
成
24
年
９
月
３
日
〜
10
月
３
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
10
月
20
日

　
２
次
：
平
成
24
年
11
月
17
、
18

　
　
　
　
日
の
１
日

問 

八
戸
地
域
事
務
所
　
担
当
：
工
藤

　 

℡
０
１
７
８
│

45
│

１
９
２
０

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
普
段
考

え
て
い
る
こ
と
や
話
合
っ
て
い
る

こ
と
、
身
近
な
体
験
談
、
独
自
の

工
夫
や
実
践
例
な
ど
を
作
文
に
書

い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
期
間

　
平
成
24
年
７
月
１
日（
日
）か
ら

　
平
成
24
年
９
月
10
日（
月
）ま
で

◇
応
募
区
分

　
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

　
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課

　 

交
通
・
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
３
２

　
次
の
場
合
に
は
、
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
法
人
を
設
立
し
た
時

２
．
法
人
を
解
散
・
清
算
し
た
時

３
．「
法
人
の
所
在
地
、
名
称
、
代

表
者
、
資
本
金
、
事
業
年
度
等
」

に
異
動
が
生
じ
た
時

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 
課
税
第
一
課

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

　
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法
律
上

の
悩
み
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
次
の
日
程
に
て
、
面
談
で
の
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
10
月
５
日（
金
）

　
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
ま
で

◇
会
場
名

　
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
は
っ
ち
　
５
階

◇
住
所

　
八
戸
市
大
字
三
日
町
11
│

１

問 

青
森
県
司
法
書
士
会

　 

℡
０
１
７
│
７
７
６
│

８
３
９
８

　
公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し

て
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
財
産

な
ど
の
権
利
や
生
活
を
守
り
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
業
務

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
公
正
証
書
で
契
約
書
を
作
っ
て
、

　
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
っ
て
、

　
大
切
な
人
に
遺
産
を
譲
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
養
育
費
の
給
付
契

　
約
書
を
作
っ
て
、
子
供
の
将
来

　
を
守
り
ま
す
。

○
任
意
後
見
契
約
書
を
作
っ
て
、

　
老
後
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

○
定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設

　
立
し
ま
す
。

　
手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
公
証
事
務
に
関
す
る
相

談
は
無
料
で
す
。
い
つ
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
公
証
役
場

　 

八
戸
市
大
字
廿
三
日
町
28
番
地

 

　
八
戸
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
２
０
１

　 

℡
０
１
７
８
│

43
│

１
２
１
３

　
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
次
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管
証

券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

○
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
。

○
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

　
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま

せ
ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も

…

」
と
お
気
付
き
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
の
税
関
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
税
関
支
署

　 

℡
０
１
７
８
│

33
│

０
４
２
３

◇
日
時

　
平
成
24
年
９
月
12
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
場
所

　（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ

　
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

　
樹
部

　（
五
戸
町
扇
田
字
長
下
タ
２
）

◇
行
事
内
容

①
果
樹
試
験
圃
場
の
公
開

・
ぶ
ど
う
、
な
し
、
お
う
と
う
は

　
終
日
公
開

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
午
後
１
時
〜

　
１
時
30
分
に
公
開

②
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

・
品
種
特
性
、
栽
培
方
法
、
病
害

　
虫
防
除
な
ど

③
主
要
成
果
の
資
料
展
示

④
ぶ
ど
う
、
も
も
な
ど
の
展
示
・

　
試
食

◇
併
設
催
事

①
な
し
果
実
品
評
会
（
青
森
県
な

　
し
振
興
協
会
主
催
）

②
農
業
資
材
、
農
産
物
加
工
品
、

　
農
業
図
書
な
ど
の
展
示
・
販
売

◇
そ
の
他

①
場
内
生
産
物
の
販
売

　（
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

問 

（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ

　 

ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

　 

樹
部

　 

℡
０
１
７
８
│

62
│

４
１
１
１

◇
開
催
日

　
平
成
24
年
９
月
23
日（
日
）

◇
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
場
所

　
八
戸
市
根
城
９
丁
目
13
│

９

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
地
下
会
議
室

◇
相
談
方
法
　
面
接
方
式

◇
相
談
内
容

　
土
地
・
建
物
の
登
記
、
土
地

の
境
界
問
題
（
含
む
筆
界
特

定
）、
遺
産
相
続
、
戸
籍
の
取

扱
い
、
家
賃
等
の
供
託
、
借
地
・

借
家
、
遺
言
、
近
所
等
の
ト
ラ

ブ
ル
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
体

罰
問
題
な
ど
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
困
っ
て
い
る
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
担
当
者

　
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

問 

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　 

℡
０
１
７
８
│

24
│

３
３
５
１

　

◇
応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
25
年

　
３
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）

◇
科
名
・
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
名

・
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
30
名

・
設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
名

・
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
名

◇
願
書
受
付

　
10
月
９
日
〜
11
月
８
日

◇
試
験
日
　
11
月
15
日

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
工
科
学
院
　
学
生
係

　 

℡
０
１
７
８
│

28
│

６
８
１
１

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
作
文
募
集

法
人
の
設
立
・
変
更
の

　
　
届
出
は
お
忘
れ
な
く

法
の
日
司
法
書
士

　
無
料
法
律
相
談
会
開
催

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

　
　
て
来
ら
れ
た
方
々
へ

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　
　
「
公
証
週
間
」

り
ん
ご
研
究
所
県
南

果
樹
部
参
観
デ
ー
ご
案
内

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

　
　
　
　
　
相
談
所
開
設

自
衛
官
募
集
採
用
試
験
日
程

八
戸
工
科
学
院
学
生
募
集

問

問

問

問

問

問

問

問

問問
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息
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

⑥
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

す
る

　
釣
り
や
ボ
ー
ト
な
ど
、
水
辺

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必

ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
故
の
際
に
連
絡
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
携
帯
電
話
を
防
水

パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
ま
し

ょ
う
。

◇
『
い
ざ
』
と
い
う
時
の
た
め
に

・
も
し
も
溺
水
者
を
発
見
し
た
場

合
、
目
を
離
さ
ず
大
声
で
周
り

の
人
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

・
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
ま
し

ょ
う
。

問 

五
戸
消
防
署
　
西
分
遣
所

 

　
℡
78
│

２
１
１
９

◇
一
般
曹
候
補
生

・
受
付

　
平
成
24
年
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
９
月
17
日

　
２
次
：
平
成
24
年
10
月
４
日
〜

　
　
　
　
11
日
の
１
日

◇
自
衛
官
候
補
生

・
受
付

　
平
成
24
年
８
月
１
日
〜
９
月
７
日

・
試
験
日

　
男
子
：
平
成
24
年
９
月
24
日

　
女
子
：
平
成
24
年
９
月
26
日

◇
防
衛
大
学
校

・
受
付

　
平
成
24
年
９
月
３
日
〜
10
月
１
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
11
月
10
日

　
２
次
：
平
成
24
年
12
月
11
日
〜

　
　
　
　
15
日
の
１
日

◇
看
護
学
生

・
受
付

　
平
成
24
年
９
月
３
日
〜
10
月
３
日

・
試
験
日

　
１
次
：
平
成
24
年
10
月
20
日

　
２
次
：
平
成
24
年
11
月
17
、
18

　
　
　
　
日
の
１
日

問 

八
戸
地
域
事
務
所
　
担
当
：
工
藤

　 

℡
０
１
７
８
│

45
│

１
９
２
０

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
、
普
段
考

え
て
い
る
こ
と
や
話
合
っ
て
い
る

こ
と
、
身
近
な
体
験
談
、
独
自
の

工
夫
や
実
践
例
な
ど
を
作
文
に
書

い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
期
間

　
平
成
24
年
７
月
１
日（
日
）か
ら

　
平
成
24
年
９
月
10
日（
月
）ま
で

◇
応
募
区
分

　
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部

　
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課

　 

交
通
・
地
域
安
全
グ
ル
ー
プ

　 

℡
０
１
７
│
７
３
４
│

９
２
３
２

　
次
の
場
合
に
は
、
届
出
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
法
人
を
設
立
し
た
時

２
．
法
人
を
解
散
・
清
算
し
た
時

３
．「
法
人
の
所
在
地
、
名
称
、
代

表
者
、
資
本
金
、
事
業
年
度
等
」

に
異
動
が
生
じ
た
時

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　 

課
税
第
一
課

　 

℡
０
１
７
８
│

27
│

５
１
１
１

　
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法
律
上

の
悩
み
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
次
の
日
程
に
て
、
面
談
で
の
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
10
月
５
日（
金
）

　
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
ま
で

◇
会
場
名

　
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
は
っ
ち
　
５
階

◇
住
所

　
八
戸
市
大
字
三
日
町
11
│

１

問 

青
森
県
司
法
書
士
会

　 

℡
０
１
７
│
７
７
６
│

８
３
９
８

　
公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し

て
、
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
財
産

な
ど
の
権
利
や
生
活
を
守
り
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
業
務

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
公
正
証
書
で
契
約
書
を
作
っ
て
、

　
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
遺
言
を
作
っ
て
、

　
大
切
な
人
に
遺
産
を
譲
り
ま
す
。

○
公
正
証
書
で
養
育
費
の
給
付
契

　
約
書
を
作
っ
て
、
子
供
の
将
来

　
を
守
り
ま
す
。

○
任
意
後
見
契
約
書
を
作
っ
て
、

　
老
後
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

○
定
款
認
証
で
適
法
な
会
社
を
設

　
立
し
ま
す
。

　
手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
公
証
事
務
に
関
す
る
相

談
は
無
料
で
す
。
い
つ
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
公
証
役
場

　 

八
戸
市
大
字
廿
三
日
町
28
番
地

 

　
八
戸
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
２
０
１

　 

℡
０
１
７
８
│

43
│

１
２
１
３

　
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約
87
万
件

の
次
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管
証

券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

○
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
。

○
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州

（
瀋
陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山

な
ど
）
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
等
の
う
ち
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
。

　
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま

せ
ん
。「
も
し
か
し
た
ら
家
に
も

…
」
と
お
気
付
き
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
の
税
関
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
税
関
支
署

　 

℡
０
１
７
８
│

33
│

０
４
２
３

◇
日
時

　
平
成
24
年
９
月
12
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
場
所

　（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ

　
ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

　
樹
部

　（
五
戸
町
扇
田
字
長
下
タ
２
）

◇
行
事
内
容

①
果
樹
試
験
圃
場
の
公
開

・
ぶ
ど
う
、
な
し
、
お
う
と
う
は

　
終
日
公
開

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
午
後
１
時
〜

　
１
時
30
分
に
公
開

②
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

・
品
種
特
性
、
栽
培
方
法
、
病
害

　
虫
防
除
な
ど

③
主
要
成
果
の
資
料
展
示

④
ぶ
ど
う
、
も
も
な
ど
の
展
示
・

　
試
食

◇
併
設
催
事

①
な
し
果
実
品
評
会
（
青
森
県
な

　
し
振
興
協
会
主
催
）

②
農
業
資
材
、
農
産
物
加
工
品
、

　
農
業
図
書
な
ど
の
展
示
・
販
売

◇
そ
の
他

①
場
内
生
産
物
の
販
売

　（
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

問 

（
地
独
）
青
森
県
産
業
技
術
セ

　 

ン
タ
ー
り
ん
ご
研
究
所
県
南
果

　 

樹
部

　 

℡
０
１
７
８
│

62
│

４
１
１
１

◇
開
催
日

　
平
成
24
年
９
月
23
日（
日
）

◇
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
場
所

　
八
戸
市
根
城
９
丁
目
13
│

９

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　
地
下
会
議
室

◇
相
談
方
法
　
面
接
方
式

◇
相
談
内
容

　
土
地
・
建
物
の
登
記
、
土
地

の
境
界
問
題
（
含
む
筆
界
特

定
）、
遺
産
相
続
、
戸
籍
の
取

扱
い
、
家
賃
等
の
供
託
、
借
地
・

借
家
、
遺
言
、
近
所
等
の
ト
ラ

ブ
ル
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
子
ど
も
の
い
じ
め
や
体

罰
問
題
な
ど
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
困
っ
て
い
る
問
題
が
あ
る

と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
担
当
者

　
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

問 

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局

　 

℡
０
１
７
８
│

24
│

３
３
５
１

　

◇
応
募
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
25
年

　
３
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）

◇
科
名
・
定
員

・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
名

・
自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科
30
名

・
設
備
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
20
名

・
制
御
シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
25
名

◇
願
書
受
付

　
10
月
９
日
〜
11
月
８
日

◇
試
験
日
　
11
月
15
日

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

八
戸
工
科
学
院
　
学
生
係

　 

℡
０
１
７
８
│

28
│

６
８
１
１

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
作
文
募
集

法
人
の
設
立
・
変
更
の

　
　
届
出
は
お
忘
れ
な
く

法
の
日
司
法
書
士

　
無
料
法
律
相
談
会
開
催

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

　
　
て
来
ら
れ
た
方
々
へ

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
　
　
「
公
証
週
間
」

り
ん
ご
研
究
所
県
南

果
樹
部
参
観
デ
ー
ご
案
内

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

　
　
　
　
　
相
談
所
開
設

自
衛
官
募
集
採
用
試
験
日
程

八
戸
工
科
学
院
学
生
募
集

問

問

問

問

問

問

問

問

問問



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

223

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

お涼み会でおばけ屋敷に入った
よ。ミイラや怖いお面があって
ビックリしたなぁ。けど、あんまり
怖くなくて面白かったから何回も
入っちゃった。

杉村　徠斗くん（うめ組）
保育園のお涼み会で打ちあげ花
火を見たよ。ドーン！！  という大き
な音でちょっとビックリしたけど
とってもキレイだったよ。

太田　　薫さん（うめ組）
らい とすぎむら かおりおお た

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

20

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

中  村　美  來ちゃん
Ｈ22・12・21生
（地区）戸来
（パパ）創
（ママ）晃子
パパとママのねがい

元気いっぱい！！
たくましく育ってね！！

長 月
９月

人の動 き
男　1,411人（－３人）
女　1,486人（－４人）
計　2,897人（－７人）
世帯数949世帯（－１世帯）
（平成24年７月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
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8

2012 （
平
成
2
4
年
）

A
U
G
U
S
T

むらのガイド

平成24年

サファイア（青石）
̶ 徳望・誠実 ̶誕 生 石

ながつき
September

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１２年９月
行　　事　　等 備　　　考

なか み くむら

日 曜
青森県民駅伝競走大会
新郷温泉館休館日
みんな来サロン
不用犬引取　献血
特定健診（～８日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
新郷温泉館休館日
行政相談
敬老会
特定健診（～15日）
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
健診結果説明会
人権相談
第380回子ども会親子早起き掃除
飲むヨーグルトファン感謝デー
●敬老の日
特定健診（～22日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日
●秋分の日
村民体育大会
新郷温泉館休館日　母と子の栄養教室
乳幼児健康相談
特定健診（～29日）
燃えないごみ収集日　狂犬病予防注射

2 日

3 月

5 水
6 木
７ 金
10 月

12 水

13 木

14 金

16 日

17 月
20 木

21 金

22 土
23 日

24 月

27 木
28 金

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

８
月
16日

　
西
越
集
落
で
の
田
中
鶏
舞
披
露
（
西
越
三
嶽
神
社
大
祭
）

８
月
16日

　
西
越
集
落
で
の
田
中
鶏
舞
披
露
（
西
越
三
嶽
神
社
大
祭
）

総合福祉センター

山村開発センター２階　相談室

山村開発センター１階　中会議室

総合福祉センター　11時～13時

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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